
点数

（4名合計分）

目的の理解 40 28 26 30

現状把握 20 16 15 18

セミナーの実施方法 40 32 30 32

20 14 14 12

20 14 14 13

講師の選定 40 32 32 32

効果検証の方法 40 32 28 28

実現性 40 28 28 30

事業の展開 40 28 30 32

人員配置 20 14 15 14

専門性及び業務実績 40 30 32 36

４．取組姿勢 説明能力・意欲・協調性 20 18 17 18

５．業務コストの妥当性 見積額 20 20 16 16

400 306 297 311合計

農業経営や経営改善について専門的な知識を持っているか。また、
同種の業務実績が豊富にあり、今回も確実に運営できる見込みがあ
るか。

論理的かつ簡潔に説明・回答しているか。知識・経験に裏付けられ
た説得力があるか。資料は分かりやすいか。本業務に対する意欲が
感じられるか。

以下の数式により算出
　評価点＝5点×（全企画提案者の最低見積価格÷当該企画提案
書の見積価格）
※小数点以下切り捨て

本事業の効果を適切に検証できる内容となっているか。

３．実施体制・遂行能力

現実的で実現性の高い企画提案となっているか。また、事業者選定
後、すぐに事業に着手できる見込みがあるか。

全体を通し、参加者が経営改善の手法を身につけて実践するうえで
適切な事業展開を構築できる力があるか。

業務量に見合った人員を配置し、即時・柔軟に対応できる体制を確
保しているか。

２．企画提案力

講義形式のほか、演習やグループ討議などを組み合わせることによ
り、受講生が主体的に知識や技能を習得できるよう工夫されている
か。

カリキュラムの組み立て

農業経営に必要な知識・スキル、経営改善に必要な知識・スキルを
体系的に学べ、習得できる内容となっているか。

講座終了後、受講者が“経営者”として自覚し、経営改善を進められ
る内容となっているか。

経営改善の実績があり、経歴、資格、講座分野について十分な専門
知識を有している等をふまえて講師を選定しているか。

１．業務理解度

本業務の目的を適切に理解したうえで提案された企画提案となって
いるか。

本市の農業分野の現状・課題について十分に考察及び調査・分析を
行っているか。
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